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変革への挑戦で新たな価値を

代表取締役社長

当期のわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善により緩やか
な回復基調が継続しました。一方で、世界経済は、地政学的リス
クや貿易摩擦により先行き不透明な状況にありました。
当社におきましては、中期経営計画「Kureha’s Challenge 
2018」に沿った事業運営を推進し、売上収益は前期並みの1,482
億65百万円となりましたが、付加価値の高い機能製品の販売拡
大により、営業利益は前期比32.4%増の171億72百万円、税引
前利益は同37.5%増の174億35百万円、親会社の所有者に帰属
する当期利益は同43.7%増の139億33百万円となりました。
期末配当金は、中間配当金に比べて1株当たり15円増配の1株

当たり85円とし、さらに2019年6月に創立75周年の節目の年を
迎えることから10円の記念配当を加えさせていただきました。

“将来のクレハの発展に向けた土台づくりの期間”として位置付け
た「Kureha’s Challenge 2018」（以下、中計2018）の最終年度
となった当期におきましては、「製品差別化」と「新事業創出」の実現
に向けて全社一丸となって取り組んだ結果、営業利益は171億72
百万円となり、中計2018の定量計画（営業利益140億円）を大幅
に上回ることができました。これにより営業利益率は11.6%となり、
“スペシャリティ・カンパニー”の名に恥じない水準に高めることがで
きました。
この収益力の向上は、リチウムイオン電池用バインダー向けの
フッ化ビニリデン樹脂（以下、PVDF）の伸長や、シェールオイル・
ガス掘削用途のPGA（ポリグリコール酸）樹脂加工品（以下、PGA）
の販売拡大による損失の縮小などから機能製品事業の利益が拡大
したこと、そして改革推進プロジェクトによるコスト削減効果も加
え、継続的に利益を生み出す事業基盤の構築を進めたことによる
ものです。
中計2018の3年間を総括いたしますと、定量計画の超過達成

については評価し得るものの、重点施策として掲げてきた“PGAの
事業拡大”、“新規事業創出”、“経営基盤の強化”については未達
成の部分があり、当社の目指すありたい姿に対しては“道半ば”に
あると認識しております。こうした振り返りの中で、中計2018で

掲げた経営目標の完遂があってこそ、次なる時代の繁栄があると
の考えのもと、中計2018を2年間ストレッチし、積み残された重
点施策の完遂とともに、地球環境問題やデジタル革命など、事業
環境の変化を踏まえた新たな課題に着手することとしました。

当社グループは、2020年度までの中期経営計画として、新た
な経営目標を設定した「Kureha’s Challenge 2020」（以下、中
計2020）を策定し、“将来の発展に向けた土台を固める期間”との
位置付けのもと、本年4月より事業運営を開始しています。
この中計2020では、引き続き「製品差別化」と「新事業創出」を
基本的なコンセプトとし、“PGA事業の拡大と利益創出”、“PVDF
事業の更なる拡大”、“既存事業のビジネスモデル最適化”、“新規
事業の国内外における探索と育成”、“経営基盤の強化”の5つの経
営目標の達成に向けて取り組んでまいります。
定量計画としては、売上収益1,570億円、営業利益180億円、

親会社の所有者に帰属する当期利益140億円、ROE（自己資本利
益率）8%の達成を目指します。2018年度実績に比べると大きな
増加ではありませんが、機能製品事業をコアとする事業ポートフォ
リオへの変革を進め、高付加価値企業として飛躍する土台を固め
てまいります。
また、中間年にあたる2019年度は、売上収益は1,520億円、
営業利益は260億円、親会社の所有者に帰属する当期利益は
195億円とし、2018年度に対し、増収・増益を予想しております。
営業利益の大幅な増加は、2019年度に東京都新宿区にある本社
別館の土地譲渡を予定しており、営業利益の内数となる“その他の
収益”に譲渡益を計上することによるものです。

私たちクレハは、ステークホルダーの皆様へのコミットメント（約
束）を果たし、信頼を積み重ねていくことに拘りを持ち、中計2020
で掲げた経営目標の完遂と定量計画の達成に向けて取り組んでま
いります。

当社は、これからも、「技術立社」企業としての存在感を高め、新
たな価値を創出し社会に貢献し続ける高付加価値型企業となるこ
とを目指してまいります。

機能製品事業

化学製品事業

樹脂製品事業

建設関連事業とその他関連事業

PPS樹脂の売上げは減少しましたが、リチウムイオン二次電池用
バインダー用途向けのフッ化ビニリデン樹脂、シェールオイル・ガス
掘削用途向けのPGA（ポリグリコール酸）樹脂加工品の売上げが
増加し、この分野での売上げ、営業利益はともに増加しました。

機能樹脂分野

慢性腎不全用剤「クレメジン」の売上げが増加し、この分野での
売上げは増加しましたが、農業・園芸用殺菌剤の売上げの減少
により、営業利益は減少しました。

医薬・農薬分野

家庭用ラップ「NEWクレラップ」およびフッ化ビニリデン釣糸
「シーガー」の売上げが増加し、この分野での売上げは増加しま
したが、経費の増加により営業利益は減少しました。

コンシューマー・グッズ分野

土木工事は堅調であったものの建築工事が減少し、売上げ、営
業利益はともに減少しました。

建設関連

高温炉用断熱材向けの炭素繊維の売上げが増加し、この分野
での売上げ、営業利益はともに増加しました。

炭素製品分野

無機薬品類の売上げが増加し、この分野での売上げ、営業利益
はともに増加しました。

工業薬品分野

熱収縮多層フィルム等の売上げが減少し、この分野での売上
げ、営業利益はともに減少しました。

業務用食品包装材分野

環境事業では、産業廃棄物処理および環境エンジニアリング事
業の増加により、売上げは増加しましたが、営業利益は前期並
みとなりました。運送事業では、売上げは減少しましたが、営業
利益は増加しました。病院事業では、売上げが増加し、前期の営
業損失から営業利益となりました。

その他関連

炭素繊維（断熱材）

PGA樹脂加工品（分解性フラックプラグ）

慢性腎不全用剤「クレメジン」

家庭用ラップ「NEWクレラップ」

熱収縮多層フィルム

建設関連事業〔クレハ錦建設〕

第106回 定時株主総会決議ご通知
代表取締役社長　小林 豊

2019年６月25日
東京都中央区日本橋浜町3-3-2

拝啓　平素は、格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、６月25日開催の第106回定時株主総会において、下記のとおり報告ならびに決議されましたので、ご通知
申しあげます。

敬　具
記

報告事項 1.   第106期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）事業報告、連結計算書類ならびに
 会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
2.  第106期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項 第１号議案　取締役5名選任の件
本件は、原案のとおり承認可決され、小林 豊、佐藤 通浩、野田 義夫、戸坂 修、尾越 忠夫の５名が再選、
重任いたしました。
第２号議案　監査役２名選任の件
本件は、原案のとおり承認可決され、桐山 勝、押味 由佳子の２名が新たに選任、就任いたしました。
第３号議案　補欠監査役１名選任の件
本件は、原案のとおり承認可決され、森川 伸吾が新たに選任されました。
第４号議案　取締役に対する賞与支給の件
本件は、原案のとおり承認可決され、当期の業績等を勘案し、業績連動賞与として、社外取締役を除く
当期末の取締役３名に対し、総額62,000千円の役員賞与を支給します。
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ごあいさつ
株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
当社第106期期末（2018年4月1日から2019年3月31日まで）の 

「クレハ レポート」をお届けします。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますよう 

お願い申しあげます。
2019年6月
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当社は1999年より、いわき事業所の近隣の
小学生を対象に「化学の楽しさ、未来への可能
性」を伝えるため、従業員による理科授業を展
開してきました。例年各校を訪問して行ってい
た授業支援ですが、今回は“クレハをもっと知っ
てもらおう”と、子供たちをいわき事業所に招き
授業を行いました。水溶液のpH測定や中和実
験、「NEWクレラップ」やピエゾフィルムなどの
クレハ製品を
使った実験を
行い、子供た
ちに化学の面
白さを伝えま
した。

理科授業支援

環境事業〔クレハ環境〕

10月8日（神戸）と10月13日（東京）に開催された「ピンクリ 
ボンフェスティバル2018」（主催：日本対がん協会、朝日新聞社ほ
か）の「スマイルウオーク」に特別協賛しました。当社は「家庭の主役
である女性をサポートしたい」　そんな想いから、2009年より
「NEWクレラップ」に、2010年より「キチントさん」シリーズ商品に
ピンクリボンマークを付け、売上げの一
部を日本対がん協会の「乳がんをなく
す　ほほえみ基金」に寄付しています。
「スマイルウオーク」当日は参加され
た延べ5千人の方にピンクリボンオリジ
ナルパッケージの「NEWクレラップ」を
配布し、乳がんの早期発見・早期診断・
早期治療の大切さを伝えました。

ピンクリボンフェスティバル2018 
「スマイルウオーク」に特別協賛

農業・園芸用殺菌剤

 当期の概況について

 「Kureha’s Challenge 2020」について

 「Kureha’s Challenge 2018」の振り返りと 
ストレッチ（延長）について
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